
【緒言】尿沈渣中にマルベリー小体が観察されたことが契

機としてファブリー病の診断に至る場合もある。しかし、

マルベリー小体は典型的な渦巻き構造を呈さない場合や小

型で検出困難な場合もあり、検出率の向上が課題となって

いる。今回我々は、アークレイ社の尿中有形成分分析装置

AUTION EYE AI-4510（以下 AI-4510）にてマルベリー小体
の検出が可能であった 3例について報告する。
【症例 1】患者は 50歳代、女性。手足のしびれや耳鳴りな
どあり。尿定性検査で蛋白（－）、潜血（－）、尿沈渣で

は典型的な渦巻き構造を有するマルベリー小体が観察され

た。

【症例 2】患者は 40歳代、男性。急性脳梗塞の治療後も動
脈硬化のリスク減少が乏しいため原因精査によりαガラク

トシダーゼ Aの酵素活性低下を認めた。尿定性検査で蛋白
（1+）、潜血（－）、尿沈渣では小型で渦巻き構造が不明
瞭なマルベリー小体が観察された。

【症例 3】患者は 30歳代、女性。学童期に四肢の疼痛あり。
健診で蛋白尿を指摘され精査にてファブリー病と診断され

酵素補充療法開始。尿定性検査で蛋白（2+）、潜血（2+）、
尿沈渣では渦巻き構造が崩れチューブ状を呈するマルベリ

ー小体が観察された。

【AI-4510画像】
3例ともに鏡検法と類似したマルベリー小体が観察され、
主に赤血球、結晶、未分類などのカテゴリーに分類された。

円形のマルベリー小体では赤血球と比較して周囲に黒い縁

取りが観察された。

【考察】

AI-4510では個々の尿中有形成分がトリミングされた画像
として観察することができるため、他の類似成分との比較

がしやすい特徴がある。典型的な渦巻き構造を呈さなくて

もマルベリー小体の周囲に黒い縁取りが観察されるため、

マルベリー小体検出のためのスクリーニング法として AI-
4510の画像を参考にすることは有用であると考えられた。
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